
昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
八
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
質
問
の 

二
〇
） 

答

弁

第

二

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
谷
口
善
太
郞
君
提
出
石
川
県
山
中
町
に
お
け
る
一
時
借
入
金
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
八
第
二
〇
号 

昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 

淸 
瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理 

国 

務 

大 

臣 

周 

東 

英 

雄 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
谷
口
善
太
郞
君
提
出
石
川
県
山
中
町
に
お
け
る
一
時
借
入
金
等
に
関
す
る
質
問
に
対 

す
る
答
弁
書 

一
の

1 

山
中
町
が
昭
和
三
十
三
年
度
お
よ
び
昭
和
三
十
四
年
度
に
、
予
算
に
計
上
し
な
い
で
支
出
し
た
金
額 

は
、
一
千
三
百
四
万
九
千
九
百
八
十
五
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
決
算
上
当
該
年
度
の
支
出
と
し
て
経
理

せ
ず
、
過
年
度
支
出
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
整
理
を
完
了
し
て
い
る
。 

一
の

2 

本
件
の
よ
う
な
処
理
方
法
は
、
適
法
で
は
な
い
が
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

二
の

1 

山
中
町
は
、
民
間
の
団
体
か
ら
総
額
二
千
八
百
万
円
の
長
期
の
借
り
入
れ
を
し
、
そ
の
一
部
を
昭
和
三

十
五
年
度
の
歳
入
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。 

二
の

2 

本
件
の
借
入
金
中
、
町
債
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
町
債
と
し
て
予
算
に
計
上
し
、
起
債

の
許
可
を
得
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

三
の

1 

一
時
借
入
金
の
借
入
限
度
額
と
し
て
六
千
万
円
の
議
決
が
な
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
三
千
六
百
四
十
七 



三
の

2 
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
七
条
に
よ
れ
ば
、
一
時
の
借
入
は
、
予
算
内
の
支
出
を
す
る
た
め
に
、
で
き

る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
の
で
、
一
時
に
予
算
額
を
越
え
て
一
時
借
入
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
件
の
場

合
は
、
予
算
額
の
範
囲
内
で
一
時
借
入
金
を
借
入
れ
て
い
る
の
で
、
借
入
れ
は
有
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。 

万
八
千
円
と
な
つ
て
い
る
が
、
実
際
の
借
入
額
は
一
千
八
百
四
十
万
円
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




